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あらまし　我々は, 2005年11月米シアトルにて開催されたスーパーコンピューティングの国際会議

sc I 05(The International Conference for HighPerformance Computing, Networking and Storage)
に参加した.会議での講演,論文発表,研究展示や企業展示で調査したアメリカ合衆国における最新

HPC事情と,東北大学として(情報シナジーセンター,流体科学研究所,金属材料研究所の3組織合

同)参加した研究展示の開催状況について報告する.

キーワード　SC,HPC,スーパーコンピュータ,シアトル
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第4回情報シナジー研究会2006年2月24日(金)
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1付報部. 2情報科学研究科′珊報シナジ-センター

SCとは

◆SCとはSuper Computingの略称で.

正式には. The lnternational Conference

for High Performance Computing,

Networking and Storageという名称であり

HPC分野で世界最大の国際会議である｡

sclo5 Gateway to Discovery

記浩'.WMSCBErdit"d仙肋叫仙

Ah･･ ■氾濫●r叫

-72-

㊥2005年11月14日(月)～17(木)､米国シアトルに

おいてスーパーコンピューティングの国際会議が

開催された｡

令 HPC最新事情報告｡

㊥情報シナジーセンターの展示報告｡

SCとは

e Technical Programs

. Tutorials. TeChnical Papers. Posters等

I TeChnica=〉apers:投稿数260.採択敢62

令 Exhibits

■総展示数　274

登録参加者数9′000人超

SClo5 Gateway tO D岳姶OYery

基調講演
◆JM･会長　ビル.ゲイツ氏

タイトル｢科学におけるITの役割の変革｣

汀he Changing rote of rT in the scienCes)



基調講演
◆ソフトウェア業界が､科学計算をより使いやすく生

産的なものにすることにより､科学研究に貢献でき

るビジョンを示した｡

㊥テクニカルコンピューティング

■コンピューティングは科学研究や経済活動といった分野

を問わず必須となり､科学分野では計算科学の様相を
ますます強くしている｡

.そのため科学研究の作業プロセスを継ぎ目なくサポート
する統合したコンピューティング環境が革新的なソリュー

ションを開発し､大きな可能性を開くと考えている｡

テクニカルペ-パ
◆ LeAai;Hg這gImAP,U,bi;0.n還;hqoLd…co.nB器量nhdtVB還r_"iBCkPiatd;rms｢
Leomd OIJker (Lawrence Berkeley Natl0nal Laboratory)他

アフI)ケ-シヨンの性能にギャップがあるPIZLも知られている, 4有無の科学jEf7'フリ

ケーシヨンを用い.代表的なスカラマシンとベクトルマシンで性能耕定を行った,
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テクニカルペーパ
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◆全てのアプリケーションで､ベクトル機が稔合的に高い性能を示した｡

◆実効性能ではESシミュレータが全アプリケーションでA高｡

◆ ESとSX-8の実効性能は､一暮してXlよりかなり高い｡

'スカラユニットとメモリJt/ド帽の性能が価れているため｡

◆ GTC,LBMHD3Dでは. OpteronはItainjum2より高い性能を示した｡

J　上記アプリケーションは. ;)井王が少なくキャッシュあふれが大きい｡

1' OFhronはItaniLJm2よりメモリバンド嶋が2倍あるため｡

◆ pARATECは､ A適化されたFFTやBuSライブラリを主点的に使って

いるため､スカラ/ベクトル両者とも実効性能が高い｡
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基調講演
. HPCブラツトホームとして

Windows Compute Cluster Server

■ 2006年前半　正式版公開予定

㊨ HPCクラスタ環境の容易な導入･管理

㊥データ収集､プログラム開発､ジョブ管理､既存の

アプリケーションと連携等の統合環境を提供

㊥クラスタ環境を一部の研究目的だけでなく産業分

野にも拡大
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(左) :実効性能(ピーク性能に対して測定性能の比)(%)

(右). ESに対しての絶対性能比
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1ノ◆展示概要

)コンベンションセンター　4階と6階



東北大ブース
情報シナジーセンター

流体科学研究所

金属材料研究所

3組織合同出展

◆ポスター､ PCによる組織の紹介､研究成果を展示

◆配布物:パンフレット､記念品

情報シナジーセンターエリア
◆センターの横手

●　歴史.利用状況

◆スーパーコンピュータの

ベンチマークテスト

Il HPCチャレンジの結果

1-　ベクトル也とスカラ他の比較

についてポスター､ PCで紹介した｡

一SX-7に関する質問(ハードウェア構成､運用方法等)

一大学に関する貫間(日本のどこにあるのか等)

一一般のお客さんがほとんど｡ (スJbンに詳しいとは限らない)

一ブース位正が端ということもあり､人通り.客入りもそれなりだった｡

一記念品のペーパークラフトが好評｡
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展示フ 4 也 劔口アマップ. 劔 
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令 HPCについて最新情報の収集､またセンターについて

情報発億もでき､有意義な会議参加であった｡
◆ HPC環境をサービスする全国共同利用機関として､
■利用者が本当に使える"実効性能"

'閉場に対して適切なシステムタイプ(ベクトル機･スカラ拙)

今後のHPC動向に注目していきたい｡

◆展示にご協力いただいた方々に感謝を申し上げる｡

*% : http ://scO5.supercomputing.org/

See you next year hl Tampa, FLat甲


